
■ ■ ■ ■ ■ ■ ■    物性研だより第 60 巻第 1 号  26

日時：2019 年 12 月 3 日（火）－12 月 5 日（木） 

場所：大阪大学大学院理学研究科 J 棟 2 階・南部陽一郎ホール 

URL: http://www.ahmf.sci.osaka-u.ac.jp/forum2019/ 

提案代表者及び報告者：萩原 政幸（大阪大学大学院理学研究科）  

共同提案者：金道 浩一（東京大学物性研究所）、徳永 将史（東京大学物性研究所）、 

松田 康弘（東京大学物性研究所）、野尻 浩之（東北大学金属材料研究所）  

佐々木 孝彦（東北大学金属材料研究所）、田島 節子（大阪大学大学院理学研究科） 

花咲 徳亮（大阪大学大学院理学研究科）、鳴海 康雄（大阪大学大学院理学研究科） 

現在、オールジャパンの強磁場研究拠点の形成を目指し

て強磁場コラボラトリー計画(次世代強磁場施設)の実現に

向けた様々な取り組みがなされてきている。その中にあっ

て、東京大学物性研究所附属国際超強磁場科学研究施設と

大阪大学大学院理学研究科附属先端強磁場科学研究セン

ターがパルス強磁場コラボラトリー運営委員会を設置し、

平成 28 年度から大阪大学でも物性研究所の共同利用申請

の仕組みを用いて全国共同利用実験を実施している。両施

設の協力による装置の開発、設備の整備、実験の実施によ

り共同利用の実施課題数は約 5 割増しになり、物性科学に

おける強磁場の重要性が益々認識されてきている。今後は

東北大学金属材料研究所附属強磁場超伝導材料研究セン

ターの定常強磁場施設を入れた強磁場コラボラトリーによ

り世界水準の研究環境を整備し強磁場科学をリードしてい

こうとしている。 

パルス磁場領域で全国共同利用の一本化が実現した現在、

強磁場を利用した様々な研究成果が出ているので、その成

果を共有し、今後の強磁場科学の新たな展開を議論する場

として本研究会を企画した。ネットワーク型の共同利用拠

点としての活動を可視化するために、「物性研究所短期研

究会」としては初めての試みとなる連携研究施設のある大

阪大学で本研究会を開催した。また、トポロジカル物性研

究で重要になっている遠赤外から赤外領域や、構造物性研

究に不可欠のX線領域まで、広い意味での光科学と強磁場

融合の将来展望を含む講演も企画し、今回 6 名の方にご講

演いただいた。 

本研究会 3日間で 127名の方々に研究会参加登録をして

いただいた。記帳してもらった方々（一部記帳されなかっ

た方もいらしたので出席者全員ではない)の人数は 3 日 91

名、4 日 80 名、5 日 55 名だった。3 日には合金系の強磁

場効果、理論、マルチフェロイック系、重い電子系の強磁

場物性が口頭発表された。その後、ポスターセッション

（奇数番号、29 件)が行われた。4 日午前は上述のように

光科学関連の研究者に講演していただき、強磁場科学との

融合に関しての議論がなされた。4 日午後は強磁場フォー

ラム総会を開催して、強磁場フォーラムの 1 年間の活動報

告、次期強磁場フォーラム幹事の選挙がなされた後、強磁

場施設の現状報告と将来計画に関する発表がなされた。そ

の後、第 1 回強磁場フォーラムフロンティア奨励賞授賞式

が行われ、酒井英明氏(大阪大学大学院理学研究科)と吉田

紘行氏(北海道大学大学院理学研究院)が受賞された。5 日

午前はフラストレート磁性体と量子スピン系の強磁場磁性

に関する口頭発表、午前後半は装置開発に関する口頭発表

があった。その後、ポスター発表(偶数番号、28 件)行わ

れた。午後にはワイル半金属、磁性半導体や近藤半導体系

の講演が 4 件行われた。最後にポスドク以下の若い研究者

を対象にした優秀発表賞と優秀ポスター賞の受賞者の発表

と表彰を行って閉会した。 

物性研究所短期研究会 

「強磁場コラボラトリーによる強磁場科学の新展開 

―光科学との融合も視野に入れて―」 

http://www.ahmf.sci.osaka-u.ac.jp/forum2019/
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プログラム 

■ 12 月 3 日（火）

13:00-13:10 開会の挨拶：萩原政幸（阪大先端強磁場） 

東大物性研・所長挨拶 

Session 1  （座長：鳴海康雄（阪大先端強磁場）） 

13:10-13:30 [O1-1] 木原 工（東北大金研）「メタ磁性形状記憶合金 Ni50-xCoxMn31.5Ga18.5 (x = 9 and 9.7)における磁

場誘起バリアント再配列」 

13:30-13:50 [O1-2] 左近拓男（龍谷大）「Ni2MnGa 系強磁性合金の強制磁歪効果」

13:50-14:10 [O1-3] 猪崎優喜（電通大）「強スピン軌道結合系における異常なゼーマン効果の理論」

14:10-14:30 [O1-4] 小田竜樹（金沢大）「外部磁場下の密度汎関数計算法の開発」

14:30-15:30 ポスターセッション①（odd number）

Session 2  （座長：三田村裕幸（東大物性研）） 

15:40-16:00 [O1-5] 今城周作（東大物性研）「一次元不安定性によって誘起される誘電性と磁性の交差相関」

16:00-16:20 [O1-6] 大月保直（東北大金研）「空間反転対称性を持たない常磁性遷移金属錯体における二次の電気磁気

効果」 

16:20-16:40 [O1-7] 赤木 暢（阪大先端強磁場）「Sr2CoSi2O7におけるパルス強磁場 ESR の方向二色性」

16:40-17:00 [O1-8] 三宅厚志（東大物性研）「重い電子系超伝導 UTe2のメタ磁性転移」

17:00-17:20 [O1-9] 栗原綾佑（東大物性研）「CeRhIn5の磁場誘起電子ネマティック相と四極子効果」

17:30-18:30  施設見学会（先端強磁場科学研究センター） ※希望者のみ

■ 12 月 4 日（水）

Session 3  （座長：大久保晋（神戸大）） 

09:00-09:30 [O2-1] 佐々木孝彦（東北大金研）「SPring-8 赤外ビームラインでの磁場中顕微赤外分光」

09:30-10:00 [O2-2] 岡村英一（徳島大）「SPring-8 赤外放射光を用いた黒リンの磁気光学実験」

10:00-10:30 [O2-3] 上田健太郎（東大物工）「パイロクロア型イリジウム酸化物における磁場誘起相転移」

10:30-11:00 休憩（30 分） ※休憩前に集合写真

Session 4  （座長：松田康弘（東大物性研）） 

11:00-11:30 [O2-4] 藤岡 淳（筑波大）「強相関ディラック半金属 CaIrO3のモット臨界性と異常電磁気応答」

11:30-12:00 [O2-5] 木村真一（阪大生命機能）「ワイル半金属 TaAs の THz 磁気光学スペクトル」

12:00-12:30 [O2-6] 関山 明（阪大基礎工）「内殻光電子線二色性による強相関希土類 4f 軌道対称性の決定」

12:30-14:00 休憩（90 分）

第 15 回強磁場フォーラム総会 

14:00-16:00 強磁場フォーラム総会 

強磁場フォーラムの第 14 期活動報告、質疑応答 

次期フォーラム幹事選挙 

各施設からの現状報告 各 15 分（10 分報告、5 分質疑応答） 

その他報告事項 

次期幹事選出 

第 15 期活動方針の提案、質疑応答 

16:00-16:10 休憩（10 分） 
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16:10-16:40 第 1 回強磁場フォーラムフロンティア奨励賞授賞式 

受賞講演（司会：太田 仁（神戸大）） 

17:30-19:30 懇親会 (らふぉれ) 

■ 12 月 5 日（木）

Session 5  （座長：田中秀数（東工大）） 

09:00-09:20 [O3-1] 秋元 昴（東大物性研）「Shastry-Sutherland 反強磁性体 SrCu2(BO3)2 の磁場温度相図および有

限勾配磁化プラトー」 

09:20-09:40 [O3-2] 厳 正輝（東大物性研）「磁化および磁歪測定によるブリージングパイロクロア磁 性体の強磁場

磁気相探索」 

09:40-10:00 [O3-3] 池田暁彦（東大物性研）「超強磁場 500 T に至る低次元量子スピン系の磁歪の研究」

10:00-10:20 [O3-4] 山口博則（大阪府立大）「新規スピン交替鎖における Lieb-Mattis プラトーの観測」

10:20-10:40 休憩（20 分）

Session 6  （座長：木村尚次郎（東北大金研）） 

10:40-11:00 [O3-5] 井原慶彦（北海道大）「パルス強磁場中核磁気共鳴実験手法開発の現状と今後」

11:00-11:20 [O3-6] 櫻井敬博（神戸大）「高圧下強磁場 THz ESR の現状と今後の展望」

11:20-11:40 [O3-7] 石川裕也（福井大）「超低温・高周波領域におけるmeanderlineコイルを用いたSi:Pの 31P-DNP-

NMR 測定」 

11:40-12:40 ポスターセッション②（even number）

12:40-14:00 休憩（70 分）

Session 7  （座長：徳永将史（東大物性研）） 

14:00-14:20 [O3-8]  駒田盛是（阪大院理）「ワイル点を 1 つまたは 2 つ囲む系のランダウ準位の研究」

14:20-14:40 [O3-9]  石渡晋太郎（阪大基礎工）「極性磁性半導体におけるバンド変調由来の巨大正磁気抵抗効果」

14:40-15:00 [O3-10] 中村大輔（東大物性研）「近藤半導体 SmB6,FeSi における磁場誘起半導体-金属転移」

15:00-15:20 [O3-11] 宍戸寛明（大阪府立大）「SmB6/SrB6人工超格子の強磁場下磁気抵抗測定」

15:20-15:30 若手優秀発表賞・ポスター賞発表：萩原政幸（阪大先端強磁場） 

閉会の挨拶： 野尻浩之（東北大金研） 
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口頭発表の様子 ポスター発表の様子 

優秀口頭発表賞(左上）・優秀ポスター賞受賞者 第 1 回強磁場フォーラムフロンティア奨励賞受賞者 

参加者集合写真（南部陽一郎ホール裏で） 光科学分野の講演 
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